
まえがき＝徳島自動車道の「竹花橋」（写真 1）及び「か
っさこ橋」では，急峻な地形に架設する必要性から，国
内の道路橋として初めてケーブルトラスト橋が採用され
た。ケーブルトラスト橋は，鋼桁とケーブルによりトラ
ス構造を形成した橋梁形式である。本形式は，支間中央
に配置した支柱によって鋼桁を弾性支持することにより
鋼桁に作用する曲げモーメントを低減し，鋼重を軽減す
るもので，経済性の向上を図ることができる。今後，山
間部での道路建設にともなう橋梁計画にあたり，橋脚の
建設が困難な地理条件の場合には，経済的かつ合理的な
複合橋梁として本橋が注目されるものと思われる。
　本橋梁は新形式のケーブル系橋梁であり道路橋示方
書 1）（以下，道示）を適用できない部分もあるため，力
学的な特性について十分に把握しておく必要がある。ま
た，ケーブル系橋梁は桁橋に比べ揺れやすいとされ，橋
桁やケーブル自身の振動に対する検討が不可欠とされ









動の検討で多く使用されている総重量20tonfの 4自由度
系モデルを利用した。衝撃係数の代表値として，支間長
Lの 1/2 点と 1/4 点の応答を表している。また，設計値
における支間長 Lは，中央の支柱部を支持点とみなし，


